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工業化学科の学生は2回生後期から3 つのコース（工業基礎化学コース， 倉lj成化学コース， 化学プロセス
工学コース）に配属され， 3 回生前期・後期で各コースが提供する学生実験を受講する． 技術職員は，年度
初めに実施される基礎化学実験を含む， 各担当（表1）の学生実験が滞りなく進行するよう様々な支援を行
っている． 支援 内容の一部を記すと，［実験準備や指導， 予算管理・執行， 予算申請， 設備・装置維持管理，

















的に “学生実験を良くすること” に取り組んでいる． 具体的には実験 内容， 実験室， 運営面での改善が主と
なるが， これらは実験室全体と実験 内容を把握した上で， 長期的な視野で考える必要がある為， 実験期間外
の課題となる ことが多い． また， こういった課題を見出し取組む ことは技術職員の重要な役割の一つで、あり，
面白いところであると言える． ここでは私が実験期間外に取組んだ事例を紹介する．
3. 1 IR測定の試料ホルダ作製
IR (Infrared Spectroscopy）とは， 赤外光の吸収を測定する装置であるが， 創成化学実験では有機合成で得
られた化合物の官能基の有 無等を測定するのに使用している． 試料が粉末状である場合， Nujol（液状の炭化
水素）に試料を均一に分散させて岩塩板に塗布した物を， 試料ホルダで、挟み込み測定を行う． 以前使用して
いたホルダ（図 1 ）はスリット部が長方形だ、った為， 強くネジ留めすると岩塩板の両サイドに力が掛かり簡












図1 以前のホルダ 図2 改良型ホルダ、 図3 力の分散イメージ
高分子合成実験では高分子化合物の合成や反応に関係した 内容を学ぶ． 第1章では， ポリスチレンの重合
度をGC (Gas Chromatography）によって測定する実験を行っている. GCに高分子化合物を含む試料を打ち
こむと， 低分子化合物はカラム 内を通り抜けられるが， 高分子化合物はカラム入口に残留する． 残留した高







した． 試作品， GCカラム， 完成品を図4 に示す． なお， 作製し













現在， 工業化学科には再雇用を含む4 名の技術職員が在籍している． 私が採用された2006年頃は， 過去に
学生実験を教室・専攻単位で受け持っていたという歴史的経緯もあり， 技術職員同士が連携するという考え
方は無 く， 有ったとしても個人的な繋がりでしか無 かった． 私も当然の様に一人職場で， 工業化学科におい
ては担当の実験だけが支援対象だ、った．しかしながら当時から，一人職場に対しては問題意識を持っており，
業務の共通化， 効率化， 手順化を通して連携可能な職場にならなし1かと考えを巡らせていた． その第一歩と






質を持ち合わせている． 技術職員としては， 個々の実験支援に尽力しながらも， 工業化学科全体を下支えす
る仕組みを整えてし1かなければならないと考えている． これら技術職員の役割の変化に対応する下地造りは
606号室の運営が鍵を握っている． 技術職員同士の協力体制を強化する為に， 現在実施している内容の一部
を記すと，［実験スケジュールの共有 ， 共通実験設備の管理情報整理， 実験運営マニュアル作成， 電話の取次
ぎ， 担当者不在時の対応 等］が挙げられる． 組織としては当たり前なことばかりであるが， 個別ぱらぱらだ
った技術職員の方向性を一致させる基礎造りには欠かせないものである． 地道ではあるが着実に実行してい
くことで， 無 意識のうちに “連携” が当たり前になることを期待している． では技術職員が連携し， 全体を
見渡すようになったとき何が起こるのだろうか． 端的な例として予算申請が挙げられる. 2011年度の実験室
耐震対策， 2014年度の総合校舎漏水対策， 2015年度のドラフトスクラバー修繕等， 技術職員が提起した問
題が工業化学科全体の問題として捉えられ， 特別予算の獲得に至った． また， 一人が一つのコース， 一つの
実験を一生涯続ける現在の働き方から， 担当替えを含む相互支援可能な体制に移行することで， スムーズな
引継ぎゃスキルアップが可能になると考えられる． このように連携は様々な効果を生み出しうるが， それを
活かすかどうかはそこで働く技術職員次第である．過去10年間の工業化学科技術職員の変遷を見てきた経験
を活かし， 新しい支援体制を強固なものにできるよう道筋を付けたい．
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